
中島なおき

あきらめない。挑み続ける！

令和4年5月22日 羽生市長選挙 出陣式 下川崎公園

再び市政改革へ！！

5/3 街頭演説会

お馴染み自転車街宣

街

頭

で

市

政

に

対

す

る

想

い

を

繰

り

返

し

、

繰

り

返

し

訴

え

る

！

昨年5/3の街頭演説会、市長選挙の出陣式、打ち上げ式にそれぞれお集まり

いただいた数百人。5/29の投票用紙に「中島なおき」と書いていただいたおよそ

10,000人の想い。市政改革を望む声。そして、私の再起に期待をしてくれる

方々に背を向け、現在の生活を続けることは出来ません。恥を忍んで引退を撤回。

強い意志と使命感をもって再び政治活動に邁進します。
お集まりいただいたのは

なんと！４００名を超えました！

新

し

い

羽

生

を

創

る

！

そ

ん

な

強

い

想

い

で

現

職

に

挑

ん

だ

昨

年

5

月

の

羽

生

市

長

選

挙

。

投

票

率

は

47

．

48

％

（

前

回

比

マ

イ

ナ

ス

１

．

88

％

）

と

過

去

最

低

。

多

選

の

弊

害

、

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

事

業

の

縮

小

、

子

ど

も

達

の

学

力

向

上

を

訴

え

ま

し

た

が

、

有

権

者

は

現

状

維

持

を

選

択

さ

れ

ま

し

た

。

8

年

前

よ

り

も

、

多

く

の

方

か

ら

ご

支

持

を

い

た

だ

き

、

得

票

を

大

き

く

伸

ば

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

そ

う

で

あ

っ

て

も

現

職

市

長

に

惨

敗

で

す

。

こ

の

結

果

は

真

摯

に

受

け

止

め

て

お

り

ま

す

。

私

の

訴

え

に

対

し

て

ご

支

持

、

ご

支

援

を

い

た

だ

い

た

方

々

に

は

力

量

不

足

を

心

か

ら

お

詫

び

い

た

し

ま

す

。

そ

の

市

長

選

挙

で

は

、

多

く

の

方

に

お

力

添

え

を

い

た

だ

き

、

私

自

身

が

こ

れ

ま

で

経

験

し

た

5

回

の

選

挙

と

は

比

べ

も

の

に

な

ら

な

い

ほ

ど

、

充

実

し

た

選

挙

戦

と

な

り

ま

し

た

。

『

や

り

き

っ

た

』

と

の

想

い

。

『

想

い

が

届

け

ら

れ

な

い

。

』

と

い

う

不

甲

斐

な

さ

。

そ

の

他

数

々

の

想

い

か

ら

政

治

か

ら

の

引

退

を

表

明

。

一

部

メ

デ

ィ

ア

に

と

り

あ

げ

ら

れ

ま

し

た

。

選

挙

後

は

、

ひ

と

息

つ

く

間

も

な

く

、

7

月

の

参

院

選

に

向

け

、

大

師

匠

で

も

あ

る

前

埼

玉

県

知

事

上

田

清

司

参

議

院

議

員

の

選

対

本

部

入

り

の

要

請

を

受

け

、

時

に

は

宿

泊

を

し

な

が

ら

、

上

田

候

補

と

行

動

を

と

も

に

し

ま

し

た

。

そ

し

て

、

1

か

月

の

ご

奉

公

を

終

え

、

現

在

、

政

治

、

選

挙

と

は

無

縁

の

業

界

で

働

き

収

入

を

得

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

市

長

選

挙

直

後

か

ら

、

大

変

に

多

く

の

方

か

ら

電

話

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

、

メ

ー

ル

、

ハ

ガ

キ

等

で

激

励

と

再

起

に

対

す

る

ご

期

待

の

声

が

届

き

ま

し

た

。

そ

し

て

、

年

が

明

け

て

か

ら

は

そ

の

声

が

一

層

大

き

く

な

り

、

次

第

に

私

の

心

境

は

変

化

し

て

い

き

ま

し

た

。

選対本部の一員として

上田清司を徹底サポート

夏の参院選

中島直樹 拝

5/28 打ち上げ

平和公園にて

選挙戦を含め3回行った集会では

総勢1000名以上の方に

ご参集いただく

市内各所で数々の声を聴く！

前埼玉県知事上田清司

参議院議員が街頭演説会

選挙戦初日に参戦！

羽生市出身の大阪市会議員

（生野区選出）原口ゆうすけ議員

大阪から日帰りで羽生入り！

子ども達に写真撮影をせがまれ

表情が緩む(笑)



事務所 ： 羽生市南羽生4-17-2 TEL 070（6488）4588

E‐ｍａｉｌ ： japanist0422@live.jp LINE ID： japanist0422

発 行： 中島なおきを応援する会・羽生市政を刷新する会【活動レポートNO.83】 中島なおきの日々の活動はこちらをチェック！

中島なおき

①持続可能な世の中の構築を目指す。
話題作りを最優先するのではなく、市が抱えた問題を解決すべく政策を提案、

推進する。そして、決して子供達にツケをまわさない。

②共生社会の実現を探求する。
人と人の絆を重視。地域や組織の力を最大限に活用。参加や協働による

社会のあり方の構築を探求する。

③予算の有効化を追求する。
「予算を使い切る。」という発想から、成果、目的重視への発想の転換を推進する。

行政の生産性を高め、少ない予算で最大限の成果を目指す。

あきらめない！中島は挑み続ける！！

初当選以来続ける

早朝の駅頭活動

①市役所事業の総点検

・キャラクター

事業を縮小

・コンプライアンス

意識の徹底

②子ども達の学力向上

・忙しすぎる教員

授業に専念でき

る環境を構築

・プレゼンテーション行事の見直し

④ごみ処理施設の広域化を推進

③障がいをもった方々の就労支援

就労、活動の場と

して市役所、市関

連施設を積極的に

活用。障がいを持っ

た方々の社会参加

をはかります。

中島なおきが

目指すこと！

4月16日（日）告示 4月23日（日） 投開票羽生市議会議員一般選挙

感染症流行下、対応予算捻出のため

議会費の減額修正を市長に直談判

お詫び

・外郭団体の

自立促進

・教育費の増額

老朽化著しい羽生市のゴミ焼却施設。

人々の安心を守るとともに、建設費用

を抑えられる行田市

との共同建設を推進。

中

島

⑤相談しやすい存在に！

などの不安を解消するため、相談窓口をわかりやすくし、

相談対応力の向上を図ります。

お一人お一人の気持ちを大切に皆さまが気軽に話せる

存在になり、皆さまの声を迅速に市政に届けます。

どこに言えばよいかわからない？

誰よりも積極的に発言

任期中最多の登壇数！

毎

年

行

っ

て

き

た

議

会

報

告

会

①議会レポートを作成、配布し続けます。

③議会報告会を行います。

⑤議場にて正々堂々発言します。

「５つの約束」

②議会、政治活動を公開し続けます。

④政務活動費の収支を全面公開します。

自ら襟を正す！

自らやってこそ言える !！

●昭和47年11月生まれ A型 184㎝ 80キロくらい
●埼玉栄高校普通科卒業 (ハンドボール部 副キャプテン)

日本福祉教育専門学校 社会教育学科卒業
●児童福祉施設勤務を経て、社会福祉協議会職員となる

我が子の生誕を機に世の中の仕組みに疑問を抱くようになる
社協で働きながら、また2人の子育てに奔走しながら

●日本大学に編入学（通信制）寝る間を惜しみ勉学に励む
厳しい環境下、法学部政治経済学科を卒業

●H18年 33歳 若手政治家養成塾入塾
埼玉県内外の若手地方議員や集まった熱い想いの塾生たちとの出会いにより、
自らも政治の世界に飛び込むことを決意

●H19年 34歳 市議会議員選挙に立候補 (21人中 10位1,473票)

●H23年 38歳 市議会議員選挙2度目の立候補 (20人中 2位 2,131票)

●H26年 41歳 羽生市長選挙に立候補
市政の課題に目を背け、話題作り最優先の市政運営に異を唱える
8,899人からご支持をいただくも次点落選

●選挙後、知人の事業を手伝う傍ら、生活のために就職活動に奔走 自動車部品
製造会社に就職 企業の荒波に揉まれるとともに日本の雇用形態の荒廃を
目の当たりにする

●H27年 42歳 市議会議員選挙3度目の立候補 (20人中 1位 2,639票)
【市議選史上最高得票 得票率10.85%】

●R元年 46歳 市議会議員選挙4度目の立候補 (18人中 1位 2,194票)

●R4年 49歳 多選の弊害、キャラクター事業の見直し、子ども達の学力向上を
掲げ、羽生市長選挙に2度目の立候補 9,856名からご支持をいただき前回
の市長選の得票差3,451票から1,441票に縮めるも次点落選

●R4年7月から行田市内の社会福祉法人に就職
●R5年1月14日に引退を撤回 政治活動を再開
▼ＮＰＯ法人 地方議会制度研究センター 副代表理事県政躍進地方議員の会 代表（大野知事の当選の立役者 当確のインタビュー時、大野候補の右後方に立つ姿が複数のＴＶで流れる ）
■趣味：ジョギング 山登り 家庭菜園 洗車（車は大のＨＯＮＤＡ党）
■特技：ギター弾き語り （ミュージシャンを夢見たことも）

中島なおき（直樹）の生きざま

選挙後、引退表明をしたことにより、Facebookの友達、

Instagramのフォロワー様を整理させていただきました。

そのことにより、一部の方に不快な思いをさせてしまったことを

心からお詫びいたします。私「中島なおき」に興味がおありの

方は懲りずに再度の友達申請、フォローをお願いいたします。

さらに、11月にスマートフォンを機種変更した際、LINEの

データ移行に失敗。アカウントを再取得しました。これら事情

をぜひともお汲み取りいただければ幸いです。

保育園の子ども達と

市道の認廃状況を

確認


